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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月14日(2018.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　ステップＳ３０２ａでは具体的には、制御回路２０４が昇降圧回路２０８を介して電圧
Ｖｃを検出する。そして電圧Ｖｃが第３閾値以上であれば補助電源の電圧は正常であり、
第３閾値未満であれば正常ではないと判断される。第３閾値は、昇降圧回路２０８が電圧
Ｖｃを、車両負荷３への暗電流の供給を十分に行える電圧Ｖｂにまで変換しうる、電圧Ｖ
ｃに対する閾値である。電圧Ｖｃの検出は周知の技術であるので、ここでは詳細な説明を
省略する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　このように蓄電装置２０６を補助電源として用いることにより、車両が駐車中であって
も電源回路２０３へ給電され、制御回路２０４の動作不全を回避し、蓄電装置１の開放時
電圧が測定される。しかもステップＳ３０２ａ，Ｓ３０６の判断を採用することにより、
暗電流を確保できる。
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